
3 古墳とその時代

教科書では･･･米づくりのむらから古墳のくにへ

こふんとそのじだい

「３　古墳とその時代」の資料で，古墳について調べよう。
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☆　古墳から出土したもの　　
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239年　卑弥呼が魏から

　　　 親魏倭王の称号を

       もらう

507年　継体大王が即位

538年　仏教が伝わる

672年　壬申の乱

倭の五王の時代

421年　倭王の讃、

       中国に使節を送る

593年　聖徳太子が摂政となる

645年　大化の改新

ひみこ　　

しんぎわおう

わおう さん

しせつ

けいたい　　　　そくい

しょうとくたいし　せっしょう

たいか かいしん

じんしん 　らん

100m 400m200m
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犬山市東之宮古墳

熱田区高蔵１号墳

熱田区断夫山古墳

昭和区高田古墳　

昭和区八幡山古墳

中区大須二子山古墳

守山区小幡茶臼山古墳

守山区白鳥塚古墳

守山区志段味大塚古墳

奈良県箸墓古墳

奈良県行燈山古墳

大阪府誉田御廟山古墳

大阪府大仙古墳

大阪府今城塚古墳

奈良県見瀬丸山古墳

近畿地方の主な古墳名古屋市付近の主な古墳

守山区東谷山古墳群
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一宮市西上免遺跡　
にしじょうめん

◆　古墳はどうしてつくられるようになったのかな？　　

ぎ

わからないことはガイドボラン

ティアさんに質問してみよう。

副葬品(棺の中や外に様々な物が置かれました。)
　鏡・石製の腕輪など・・・近畿で作られた・近畿の王権から与えられたと考えられるものが

多くあります。貴重な宝器として、権力の象徴でした。
　鉄刀・鉄鎧・・・武力を示します。
　馬具・・・馬に乗る道具や馬の飾り。馬は最新の文化でこれを持つことは権力があることを

示しました。
　勾玉などの玉類、耳飾り・・・葬られた人を飾りました。
　土器・・・墓に供えた。須恵器は、最新の焼きものです鳥形の飾りをもつ物もあります。

埴輪
　円筒埴輪・・・筒形の埴輪。古墳のまわりにたてられ、古墳を飾り、聖域として区画したと

考えられます。
　家形埴輪・・・豪族の家をあらわしたものです。

１．大きな古墳をつくるだけの力をもった人(＝王）の誕生

２．全国(岩手～鹿児島）に前方後円墳が分布

３．大きな古墳は近畿に集中

４．出土品のなかには近畿から手に入れた(もらった）ものがある。

→近畿地方に強力な王が誕生し、大和朝廷が成立。それとそれぞれの地域が

従ったり関係を結び古墳をつくりました。

継体天皇関係略図
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特定はできないが、断夫山古墳が
尾張氏の墓とする説がある
継体の外戚として、力をもった。

古墳時代年表


